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これまでの農福連携

障害者が農業生産を行う

＝障害者が、就労訓練や就労を目的に農業生産を行う



農福連携モデル ４タイプ

①事業所内型 ②作業受委託型

障害福祉サービス事業事業所（社会福祉
法人、NPO法人、一般社団法人、株式会社
等）が自己所有する農地や借りた農地で農
業を行う。

農業法人等が農繁期や不足する労働力を
補うために障害福祉サービス事業所等へ作
業を委託する。主に事業所外の農業法人等
の農地で作業を行う（こうした障害福祉
サービスを「施設外就労」という）。

③雇用型 ④協同組合型

農業法人、企業等で障害者と雇用契約を
結び一般就労を行う。

障害者が農業にかかる団体において出資、
経営、労働に従事する。



これからの農福連携
キョードー者が「農」を通じ、いろいろな目的

のために、さまざまな事業・活動を行う。

キョードー者とは

○社会的弱者

○社会的に不利な立場にいある者

○働きづらさを抱えた人々

○生きづらさを抱えた人々

○障害者

↓↓↓

共に必要な存在＝「キョードー者」

いろいろな目的

○就労

○社会参加

○生きがいづくり

○健康づくり

○リハビリテーション

○レクリエーション

など



農福連携の目的・・・最終目的

多様な人々が共生する「マチ」をつくる。

自然と人間が共生する「里」をつくる。

里×マチ＝里マチを創造する。

これを日本中に広めていく！！！
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「農」の新しい価値

「農」は人間に対しては、農産物を生産することを通じて、収入を得る機会、
働く機会を提供するだけでなく、生きがいづくり・健康づくり・社会参画・レ
クリエーション・治療・リハビリテーションなどさまざまなサービスを提供す
ることができる。

これまでの農業はモノを提供し、対価を得る

これからの「農業」はモノ+サービスを提供し、対価を得るもの（＝農生業）。

さらに活動を取り込んでいく（＝農業活動）。



農業活動とは

農業活動は大きく農業と農的活動に分かれ、農業はさらにゆる
やか農業と農業に分かれる。

農業活動

農業

農業①

ゆるやか農業②

農的活動



元気高齢者 要支援者 要介護者

健常者・軽度障害者 軽度・中度障害者 重度障害者

一般就労 福祉的就労 治療・リハビリ・レク



農福連携の第二フェーズ・・・マチづくり

（１）「農」と「福」を広げる

（２）農福+α連携に取り組む



（１）「農」と「福」を広げる

「農」

林業、水産業、エネルギー産業等

⇒林福連携、水福連携など

「福」

高齢者

生活困窮者

生活保護受給者

刑余者

ひきこもり

ニート

シングルマザー

移民・難民

など

キョードー者



（２）農福+α連携

「＋α連携」とは

例）

農福商業連携・・・農産物の販売も行う

農福工業連携・・・農産物の加工をお香

農福教育連携・・・障害者が子どもに農業を教える

農福環境連携・・・障害者が放置林、農地を保全する

農福観光連携・・・障害者が観光の特産物を生産する
11



①農福商工連携

１）事業所内型農福商工連携

事業所内において農福商工連携、つまり6次化

２）地域型農福商工連携

地域のさまざまな主体が連携して農福商工連携

３）地域間農福商工連携

地域を超えたさまざまな主体が連携して農福商工連携
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（１）「農」と「福」の広がり
～高齢者の農福連携～





高齢者は「ゆるやか農業」「農的活動」が中心



高齢者の農福連携モデルの４つ



事例

・越知町

・ＮＰＯ法人たかつき（大阪府）



②農福商工連携

２）地域型農福商工連携・・・社会福祉法人よさのうみ福祉会
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（２）農福+α連携に取り組む
①農福地域包括ケア連携（農福生活連携）

＝農村ＲＭＯ



農村ＲＭＯモデル＆重層的支援モデル

「農福地域包括ケア連携」モデル

～事例 高知県安芸圏域・安芸市～



「○○さんプロジェクト」

「○○さんの困っていること、やりたいことに支援、伴走、寄り添う、協力」

例）Aさん

代々続く農家、長男（兄妹はいるが疎遠）、40代、コミュニケーション難、
亡くなった親の家に一人で住んでいる、従弟が時々お金や食料を送ってくれる。

⇒どんな支援が必要、誰がどのように関わったら良いか？



目指すのは

「多様な人々が共生するマチをつくる」

「自然と文化を守り、つくる」

⇓

あらゆる人間が共生するマチ+人間と自然が共生するマチ

～共に生き、支え合う「里マチ」づくり～


